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1966年、立川氏は、近畿車輛の協力会社
であった大和工機株式会社に勤務してい
た。しかし当時、車輛業界が不況となり、会
社を閉ざして規模を縮小し、立て直すことが
決まった。「次期社長の人選にあたり、「立川
くんも立候補するか？」と当時の近畿車輛の
上司から相談を受け、私も手を挙げました。
その結果、私に白羽の矢があたりました」。
そのようにして、有限会社住吉工作所（現・
スミヨシ）がスタートした。立川氏27歳のこと
だった。以来自分のことを『作業者と一緒に
人生を進む社長兼労働組合委員長』である
と評している。
スミヨシはこれまでに名だたる車両メー

カーと取引があるが、開発から設計まで車
両まるごと一台を受注してつくることから、
下請け会社ではなく協力会社の自負を持
つ。「ラインをもらって、“頼まれて仕事をす
る”のではなく“任されて仕事をする”わけで
す。常に自分で考え、判断する自立した職人
の集団なのです」。

どこまでも車両製造一筋である。それだ
けに苦しい時期もあった。国鉄の分割民営
化の際には、１台も車両を製造しないこと
が４年ほど続いた。その頃には、旧車両を
JR向けに改造する仕事を請け負った。日本
全国に行って、カラオケ列車、お座敷列車、
スキー列車、展望列車に仕立てる。設計部
門を自社内に持っているからこそできたこ
とだった。
「わが社のスタイルは農耕民族ではなく狩
猟民族です。仕事を求めてどこにでも行くん
だという下地が、その時にできたのかもし
れません」。

今、国内での仕事は飽和状態と言っても
いい。海外向け車両の製造においても、アメ
リカや台湾では国内産業の保護・生産奨励
の法律があり、現地生産となる。そのため、
現地に指導に行くなどして製造に対応して
いる。

　なににせよ、これまでもこれからも鉄道車
両一筋であることに変わりはない。「餅は餅
屋といいいますが、これはどこも真似ができ
ない自社だけの特別なもの――そういうも
のがあるといいのではないでしょうか」そう
立川氏は中小製造業者にエールを送る。
「そして、少ししんどいことがあったから、ほ
かにおいしい話があったからということで
流されることなく、自らが決めたやり方を真
っ直ぐ貫いていくことが大事なのだと思い
ます」。スミヨシが鉄道車両製造の一本道を
歩むのは、高めた専門性をもって大手企業
と直接取引をしたいと希望しているからで
もある。
　人は作業するのによい環境があれば勝
手に育つが立川氏の持論だ。やる気が起こ
るような環境を与え、「どこの工場に行っても
スミヨシの服を着た作業者がいるな」と言
われたい。では、よい環境とはなにか？ 「そ
れはなんでも話し合える環境ですよ。黙って
仕事する必要はありません、話してコミュニ
ケーションをとりながら、手を動かせばいい
のです」。日頃、立川氏は職場でそう声をか
けている。

株式会社 スミヨシ

取締役社長　立川 昌司 氏
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車両一筋
どこの工場にも
スミヨシの職人がいる

株式会社スミヨシ
■創　業：1970年3月
■社員数：673名（平成27年2月期）
■住　所：〒538-0043

　 大阪市鶴見区今津南4-8-10
■TEL： 06-6968-0721（代表）
■事業内容：JR、公営、私鉄、輸出向け新造車
両、改造車両の設計並びに組立工事一式。新造車
両及び改造車両の部品製作一式。

●会社概要
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▼“任される”協力会社 ▼国鉄民営化時は
改造列車でしのぐ

▼鉄道車両の専門家として
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車軸・車輪の加工・溶接からフレームの製缶まで。すべて社内で行っている。
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 “アント工業”とインターネットで検索する
と、アント工業株式会社のオフィシャルな
ホームページに並んで、多くの「アント工
業製 車両移動機」について触れるページ
が見つかる。それらは一般の“アント(車両
移動機)ファン”が個人的に掲載した画像
や動画、さらには調査内容だ。それを見れ
ば、車両移動機が鉄道現場のどこでどの
ように活躍しているのか、よくわかるようま
とめられている。その車両移動機を製造し
ているのは、群馬県高崎市の丸山機械製
作所だ。車両移動機への注目が鉄道ブー
ムを受けてのものなのか、アント工業の車
両移動機そのものに魅力があるのかはわ
からない。しかし多くのファンがいるとい
うことは、丸山機械製作所が人々に愛さ
れるものづくりをしていることに違いな
い。この事実は、製造者の思いが報われ
た結果でもあるだろう。
　昭和25年、丸山機械製作所は油圧機
器メーカーとして創業し、特に油圧プレス
機の製造を得意としていた。それがお門

違いとも言える鉄道関係の製造に携わる
ようになったのは、当時の朝日トレーディ
ング株式会社(現・アント工業株式会社)か
らの相談がきっかけだった。それは、当時
の車両移動機に、新たに計画していた油
圧機構をどう搭載したらよいかという内
容だった。
　現在の丸山機械製作所といえば「新聞
販売店向け折込チラシ丁合機」製造のイ
メージが強いが、実はそれより8年も早い
昭和40年から車両移動機の生産を始め
ている。以来、車両移動機と新聞販売店
向け製品の機械加工、溶接、組立の一貫
生産を製造部門の基軸とし(新聞販売店
向け製品は設計・開発も含む)、メーカー
として長きに渡り存続してきた。その後
は、鉄道車両移動機製造で培った技術を
活かし、新たな事業を展開している。特に
加工部門が得意としている「長尺」「大径」
「厚物」といった三つのキーワードに類す
るものは50年にも及ぶアント工業との取
引により熟成された技術で、世間的にも

特異な分野として受注増加に際立ってい
る。しかもこれらの技術がマッチングする
のは鉄道業界ばかりではなく、各種インフ
ラ設備のほか環境機器にも使用されてい
る。
　これまで、一定の業界にのみ依存して
いたせいか、世間に誇れる高等な技術力
を幅広く有しているわけではなかった。し
かし近年、切削と溶接をからめた加工を
ワンストップで請け負える下請け工場とし
ての実績も重ね上げつつある。一台一台
が似て非なる個別仕様の車両移動機の
製造に長く携わっていたため、一品物生
産の効率性を考え、よりよい“ものづくり”
をすすめていく思考能力に長けているか
らだ。
　今は「新聞販売店向けや車両移動機の
メーカー」と言われているが、数十年後
は、特殊機械の製造者でありつづけると
同時に金属加工業者として世間に認知さ
れているかもしれない。
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鉄道車両移動機へ

株式会社 丸山機械製作所
エミダス会員番号　79074
主要三品目
・機械加工、マシニング加工、NC旋盤加工
・溶接、組立、産業用機械の設計・製造
・長尺、大物の旋盤加工と溶接の複合加工
■所在地：〒370-0071

　 群馬県高崎市小八木町304-2
■TEL： 027-361-6631　FAX：027-362-4102
■代表者：佐藤　誠一
■担当者：谷口　秀和
■URL：http://www.maruyamakikai.co.jp
■従業員：32名
■創業：1950年
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